
 

 

 

 

 

 

はじめに 11月、温かい日と寒い日が交互に訪れながら冬の足音が近づいて 

きた今日この頃です。皆様いかがお過ごしでしょうか。 

一方で、コロナウイルス感染症の発生が拡大しており、この連休も静かな日々 

を過ごされている方が多いかと思います。宮崎でもこの 1週間で多くの感染者が 

確認されていて、全国的な感染拡大に日々ため息をつきながら、目の前の感染者 

の方々の対応を行っている状況です。何はともあれ、人と会う際のマスク、頻回 

の手洗いを基本に、皆さん一人一人が感染予防対策に取り組みましょうね。 

本当に早くコロナウイルス感染症が収束してほしいものですね。 

さて、今回のニュースでは、ザンビアに行かれた山元香代子先生からの情報、出立の様子や現地の

様子、そして在ザンビア日本大使館情報などをお届けします。 

 

ザンビアからの情報（山元香代子先生より） 

 ザンビア入国には、PCR検査による新型コロナウイルス感染の陰性証明が必要でした。そのため宮崎

市のトラベルクリニックで検査を受け、翌日に証明書をもらいました。 

11月 7日宮崎空港から関西空港に向かいました。関西空港は閑散としていて、宮崎空港もそうでし

たが、多くの店舗やレストランが閉まっていて驚きました。搭乗手続きで陰性証明書の提示が必要で

した。夕方遅かったせいもありますが、両替する店舗がなく、あちこち探しまわり、自動販売機のよ

うに両替できる機械があったのですが、ドルがなく両替できません。出国審査を済ませ、ドバイで何

とか両替できるだろうとあきらめかけたところ、普段はデュティフリーの店が並ぶ一角にようやく見

つけました。デュティフリーの店も 1軒しか開いていませんでした。待合室ではマスクを着けずに大

声で話している外国人がいて、危機意識の違いを感じました。 

搭乗すると、乗客は普段の 1/3から 1/4で３人席に一人で座れました。雑誌の類は一切置いてな

く、乗務員は全員、防護服、マスク、フェイスシールド、手袋着用で、乗客全員にマスク、手袋、消

毒液の入った箱を配布。その後は、マスクの着用など何度かアナウンスしていましたが、普段と変わ

りませんでした。ドバイに着いて荷物チェックの前に再度マスクなどの入った箱を配られました。 

ドバイでの入国に際しては陰性証明書の提示は求められませんでした。１週間ほど前に日本からの

乗客には免除される旨が通知されていました。ドバイの空港は、歩き回ることはしませんでしたが、

店やレストランは開いているようでした。以前のように乗客でごった返す混雑はありませんでした

が、それでも多くの人々がいました。おそらく中国人の乗客でしょう、防護服、マスク、フェイスシ

ールド、靴カバーの装備をして歩いていました。 

ルサカ行きの飛行機に乗るための待合室は大変な混雑でした。陰性証明書提示が必要でした。搭乗

すると、ほぼ 8～9割座席は埋まり、結構密な状況でした。ルサカの空港に着く前に詳細な健康チェッ

クの書類の記載が必要で、11月 8日到着後、再度陰性証明書の提示をし、体温を測定後に入国審査で

したが、いつもと同じ混雑状況でした。混雑はしていましたが、流れはいつもと同じでした。 
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空港の外にでると、ザンビアのきれいな青空が広がっていました。街中ではマスクを着けている人

はほとんど見かけません。少し買い物がありショッピングモールのスーパーに寄りましたが、入口付

近で手指のアルコール消毒をして入ります。買い物客は少なく、みんなマスクを着用していました。 

運転手もお手伝いさんも元気で安心しました。車 3台も無事で、事

務所もきれいに片付いていました。彼らにはこれまで週 2日出勤で、

移動も事務所の車を使うよう指示していました。会計を担当してくれ

ていた人が、4月から他の仕事がみつかり、最低限の仕事しかお願い

できませんでした。そのため、その人からお金を運転手に渡し、彼ら

が両替して家賃などを払い、必要な物品を購入する状況で、これから

封筒の中の 7か月分のレシートを整理し、帳簿をつけていかなくては

いけません。 

1年前は 1ドル 13.82クワチャでしたが、現在は 20.9クワチャと

クワチャの価値が下がり、何もかも値上がりしています。この 1年

で、2つの大きなスーパーマーケットは撤退し、ショッピングモール

内の店舗もいくつも閉店しているようです。1年前と比べ停電の時間は短くなったようですが、運転手

たちの住んでいる地域では相変わらず停電と水不足が続いているようです。 

銀行に行く途中でローカルマーケットを通りましたが、相変わらずの賑わいで混雑していて、人々

はマスクを着用していません。銀行では中に入る人を制限し、長い列ができていました。手指のアル

コール消毒をして中に入り、お金をおろすのに 30分以上かかります。1度に 5000ドルしかおろせませ

んので、しばらく銀行通いをしなくてはいけません。 

4月から巡回診療は中止していて、コミュニティヘルスワーカーCHWに薬剤の配布を実施していまし

た。しかし、銀行にお金はあっても私のサインがなくては出金することができず、また、日本からの

送金が厳しくなり、ようやくザンビア人の知り合いを通して送金できたのが 9月でした。そのため CHW

に十分な薬剤を届けることができませんでした。 

ルサカに着き、早速薬剤を購入し、11月 13日ルアノ・サンダラ・リテタに薬剤を届け、11月 17日

にはニャンカンガに届ける予定です。薬剤の価格も上がり、特にマラリア検査キットは以前の 2倍以

上です。雨季も始まり、巡回診療の開始はむずかしく、来年の 3月ごろまでは薬剤の配布を継続しよ

うと考えています。 

無事にルサカに着き、感染に気を付けながら、たまっている事務仕事を片付けていこうと考えてい

ます。日本は新型コロナの陽性者が急増しているようですね。皆様どうぞ十分に注意されて、お元気

でお過ごしください。 

いつもご支援ありがとうございます。 

 

ザンビアでの新型コロナウイルス感染症の状況 

＊以下のような状況です。   

 ・11月 20日時点の情報： 感染者  16,697人  死亡者 350人 

 ・10月 16日時点の情報： 感染者  15,616人  死亡者 344人 

 ・9 月 23日時点の情報 : 感染者  13,819人   死亡者 324人 

・9月  4日時点の情報 : 感染者  12,381人  死亡者 290人     

 

在ザンビア日本大使館情報（大使館ホームページから引用 10月 29日付け） 

◎コロナ渦、再開する学校へのマスク等衛生用品の寄贈支援 

スーパー入り口でのアルコ

ール消毒（6 月の様子写真） 



 令和 2 年 9 月 30 日（水）、水内龍太在ザンビア日本国大使は公邸にて中央州へ寄贈する衛生用

品の引渡式を開催しました。式典には、シドニー・ムシャ

ンガ中央州大臣及びバーナード・チョンバ州次官を始め関

係者 4 名が出席し、水内大使からムシャンガ大臣へ寄贈品

が記載された目録を手交しました。 

 本寄贈はムシャンガ大臣から水内大使に対し、コロナ禍

で休校になっていた学校再開に当たり、子供たちを新型コ

ロナウイルスから守るための衛生用品（マスクや消毒液・

石鹸等）の支援要請を受け、水内大使が中央州の現地の教育現場を視察し衛生用品の必要性を強

く感じたことから実現したものです。 

 このため、中央州で活動している団体に衛生用品の支援要請を行ったところ、要請に応じた 3

者（北海道大学獣医学部：土壌の鉛汚染に係る SATREPS 案件 KAMPAI プロジェクトを展開、

NPO ロシナンテス：保健衛生分野のプロジェクトを展開、TCV：中古車輸出業者で今回 CSR 活

動の一環として寄贈）よりマスク 2000 枚、消毒液及び石鹸 670 本、手洗い用バケツ 9 個、体温

計 9 本、その他啓発ポスターやビデオ等が寄贈される予定です。 

 

賛助会費の納入と寄附受領証明書の送付について   

・2020事業年度（事業年度は 1月から 12月）の賛助会費(個人一口 5000円、団体一口 10000円、一口

以上）及びご寄附(金額は問いません)のご協力をよろしくお願いします。 

・当法人は認定 NPO法人（2020年 1月から 5年間の認定更新を受けています）であり、ご寄附(賛助会

費含む)をいただいた際には、翌年の確定申告で税制上の優遇措置を受けるための寄附受領証明書(賛

助会費も寄附金と同様税控除の対象)をお届けします。 

・ご不明の点は日髙（ info@ormz.or.jp または hidaka1956@gmail.com ）までご連絡ください。 

 

★郵ちょ銀行からの振替   口座記号 01720-9      口座番号 126351 

               加入者名   NPO法人ザンビアの辺地医療を支援する会 

 ★他の金融機関からの送金  郵ちょ銀行 口座記号：01720-9  、口座番号：0126351  

加入者名 ： NPO法人ザンビアの辺地医療を支援する会 

カナ名称（全角）：トクヒ）ザンビアノヘンチイリョウヲシエンスルカイ  

 

◎郵ちょ銀行からの通知書にカタカナ氏名のみで住所の記載の無い方がおられます。 

◎寄付受領証明書送付のため通信欄に住所の記載、もしくは電話番号の記載をお願いします。 

 

 

＊多くの皆様のご支援を 

心からお願い申し上げます。 
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